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論文審査の要旨 

 

スポーツ医学の分野では、最近肩鎖関節脱臼が注目されているが、肩鎖靭帯と烏口鎖骨

靭帯の機能には、未だ明らかになっていないことも多い。申請者は各靭帯の役割を明確

にすべく、新鮮凍結屍体を用いて臨床的な肩鎖関節脱臼の分類と対比する形で生体力学

的に詳細に検討を行った。その結果、肩鎖靭帯の単独切離のみでも肩鎖関節の上方への

不安定性が生じ，鎖骨の上方転位を起こしうることを証明した。公聴会においては、「今

回の結果からストレス X 線撮影を行う場合はどのような方向がいいか」という質問に対

して「水平内転が上方と後方にストレスがかかるのでいいのではないか」、「解剖学的

に肩鎖靭帯を再建するにはどの線維が重要か」という質問にも実験時の詳細な観察に基

づいて答えていた。また、今回の実験で用いた 70N という力学的負荷の根拠、肩鎖関節

脱臼の実臨床でみられる好発年齢と今回用いた新鮮凍結屍体の平均年齢の差などに関

する質問に対しても的確に答えていた。 

本研究により肩鎖関節の安定性において肩鎖靭帯が大きく寄与していることが明らか

になったことにより、これまでは積極的に再建してこなかった肩鎖靭帯の再建術の必要

性を示唆する重要な研究であり、今後の肩鎖関節脱臼の病態のさらなる解明に繋が優れ

た研究と評価される。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 

 

 

令和 3 年 6 月 8 日 

 学位審査委員長 

 分子生体構造科学 

教授 西 真弓 

 学位審査委員 

 運動器再建医学 

教授 朴木 寛弥 

 学位審査委員(指導教員) 

 運動器再建医学 

教授 田中 康仁 

 


